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1　 は じめに

　古代の チ ベ ッ ト統
一王国、吐蕃が ど の よ うな行政単位で構成され て い たか とい う問題は多

くの研究者 に よ り論及 され て きた 。 しか し吐蕃の広大な領域を諸行政単位に よ りなる構成体

と見た上 で 、 そ の全体像 を示 した よ うな研究は 、 管見の及ぶ 限 り、 最近の 林冠群氏 に よ る も

の の み で ある 。

　こ の林氏 の 研究 は吐蕃王 国成立以前に お い て チ ベ ッ ト各地 に存在 した rgyal 　phran「小王

国」の 王国成立後における歴史的変遷 や吐蕃 中央 との 関係などを示 した もの であ るが 、 その

結論で 、 林氏は吐蕃の 国家体制に お い て 3 つ の 制度が出現 した と述べ る 。 それ らは第
一

に中

央 チベ ッ トに設 け られ た地方組織の ル ru
、 第二 に コ ン ポ rKong 　po、

ニ ャ ン ポ Myang 　po な ど

の 藩国 、 第三 に青海方面 、
バ ル チ ス タ ン

、 新疆 、 河西 回廊方面 な どの khrom 「軍事行政区」

す なわ ち植民地で ある とい うω
。

　林氏の見解に基づ けば 、 中央チ ベ ッ トの ル地域を本国、他の諸地域 を属国 とと らえ、 吐蕃

王国を巨大な複合国家、すなわち帝国 とみ なすこ とが可能 となるが 、 果た してそれは妥当で

あ ろ うか 。 まず林氏 の言 う 3 制度の 領域区分が吐蕃全土 に当て は まるか とい う疑問が 生ず

る 。 林氏が取上げた諸小王国か ら吐蕃の 全領域が構成 されるわけでは な く、東チ ベ ッ トや吐

蕃の 辺境地域の多 くに つ い て はそ こで あまり論述 されて い ない
。 もし林氏の論証がすべ て妥

当で ある と して も、それ らの 広大な地域 に関する研究抜 きで 、その ような結論を提示する の

は性急で ある と思われる 。 また、た とえその 3 区分が吐蕃全土に当て はまる として も、 帝国

内にお ける各地域の 立場 の 多様性に留意 し 、 各地の 行政単位 に つ い て 創設の 経緯、地理 的位

置 と領域、帝国内に お ける立場や役割な どをで きる限 り示すこ とを試み なければ、吐蕃の具

体的な帝国像 を提示す る こ とは不可能で あろ う。 そ こ で 本稿はその よ うな試 み の 一環 とし

て 、 東北チ ベ ッ ト方面の 一地域に設け られた と思 われ る マ トム rMa 　grom を取上げて み た い 。

　こ の マ トム とは吐蕃の トム   rom の 1 つ で あ る 。 トム に 関す る従前の 研究（2）に よ り以下

の こ とが判 明 して い る 。 トム は軍戸集合体の 千戸 に よ り主に構成 さ れ 、 唐制の 州 をい くつ か

合わせ た程度の領域 を持 つ 軍管区で あ り、吐蕃 の 北辺東辺 に 設け られ て い た 。 8 世紀後半に

お い て 甘粛方面 に は、い くつ かの トム か ら成 る ら しい デ カム bDe　gams 「幸い の 国」が樹立

され 、デ ル ン bde　blon と称せ られる 4 大 臣で 構成され る bDe 　blon　’dun　tSa 「デ ル ン政庁」（別

名 Zha’i’dun 　tsa 「シ ャ の 政庁」〉がその最高執政機関 とな っ て い た 。
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　その ような吐蕃の諸 トム の 中で マ トム は どの よ うな役割を果た して い た の で あろ うか 。 ま

ずマ トム の 位置と領域 を見 い 出 し
、 そ して その 創設 とそ の 意義に つ い て 考える こ とにす る。

2　位置 と領 域

　マ トム rMa 　grom とい う名称か ら考えれ ば、　grom は khrom の 異綴 と考えられるか ら（3）
、

マ

チ ュ rMa 　chu 「黄河」や マ チ ェ ン ・ボム ラ rMa 　chen 　spom 　ra など、
　rMa と呼ばれ る地域と結

び付 きの ある トム khrornが マ トム で ある と推測され る 。

　R ．　A ．ス タ ン Stein氏 は mKhas 　pa　
’i　dga　

’
　ston 「学者の 宴亅Pa章の 7代カ ル マ パ

、 チ ュ
ーダ

クギ ャ ン ツ ォ ・ペ ー
サ ン ボ Chos　grags　rgya 　mtsho 　dpal　bzang　po （1454−1506）の 東チ ベ ッ ト

巡行の 記事に Ma   om なる地が ゴ ロ ク℃ 010g に位置付け られて い る こ とを示 し 、 問題の

rMa 　grom に比 して い る
（4）

。 同史料の関係箇所 （KG ，
　Pa，　109a，11．1−3）を訳 出 して示そ う。

［カ ル マ パ は］虎の 年 （1470年） 10月の 3 日か らブム ボル Bum ’borの方面に い ら っ

し ゃ り、
ニ ャ ク ロ ン 人 （Nyag　rong 　ba）たちの 旅税 （lam　khral）（5）が献ぜ られた 。 デチ ェ

ン テ ン bDe　chen 　steng に い らっ しゃ り、ゴ ロ ク ・マ トム
’Go　log　rna 　khrom などの 大紛争

をお鎮め に なっ た 。 グ ン サ ル dGon ・sar の 寺の か な り後方か ら礼拝なさ り、 内部に 至 り、

御肖像た ちの 中に も大い に至 り、 2 日に な っ た。 それ に よ り時間 をか けてふ さわ しい 雰

囲気に した とこ ろで 、 灯明 を点 し（6）
、 新年 をお祝にな っ た 。

　これ に よれ ば、1470年、カ ル マ パ は ニ ャ ク ロ ン方面 か らデ チ ェ ン テ ン なる地に赴き、
ゴ

ロ ク ・マ トム などの紛争を鎮め た後 、 ホル コ ク Hor　khog す なわ ち現 カ ン ゼ dKar　mdzes 付近

の グンサ ル 寺 （7）で 1471年 の新年 を祝 っ た 。

’Go　logある い は mGo ！og は民族名で あるか ら、

地名 としての そ れ らは その居住地域 とい うこ とに なる 。 そ うで あるな らば 、ゴ ロ ク
・

マ トム

’Go 　log　ma 　khrom とは ゴ ロ ク族の 居住地 Ma 　grom の 意となる。

　現 ゴ ロ ク地方は黄河上流や マ チ ェ ン ・ボム ラの地域で あるが 、果た して 1470 年当時 もゴ

ロ ク族の 居住地は現在 と同 じであ っ たで あろ うか 。 この こ とを調べ るため、長 くなるが 、 以

下 に ml ）o　smad 　chos 　
’byung 『ア ム ド仏教史」（DC ，　pp．234−238）の 記述を訳 出 した い

。 なお 、

そ こ に見 える細か い 地名の 比定に は イ ン ドの ダ ラ ム サ ラ に ある ア ム ニ ェ マ チ ェ ン研究所に よ

る地図 rGya 　dhiar　g），i　bTsan　
’
og 　tU　gnas　pa　

’i　Bod　dang　Sa　’bret　khag　gi　Sa　khra （略号 BS ）を参

照 した
。

ドチ ュ rDo ・chu の 源がユ ツ ェ g−Yu　rtse（8）の前か ら出て 、 それ とゴ ロ ク ・マ チ ュ mGo 　log

smra 　ch 斜 、 下手方面の ラチ ュ Rwa 　chuqo ）と ツ ァ ワ三面の 川 （Tsha　ba　kha　gsum 　gyi　chu ）

（11）な ど の すべ てが ン グーチ ュ dNgul　chu と言われる大河〔121と交 じ り、ギ ャ ロ ン rGyal

rong の方面を形成 し 、 成都府 （Chin　du　phu）
（13）

に流 れる 。 そ こ で 、それ らの 流域の 通

りに次第に終 りになるように書こ う。 （略）現在 、 こ の 地 は大部分 ゴ ロ ク に掌握されて

い る 。 さて 、
バ ル カ ム Bar　khams 、南 ゴ ロ ク の 国か ら ドゥ

’Bru部族の 長がや っ て きて 、

そ れ で 代々 長を し て グ コ
’Gu 　kho の 国に住 む大長が前伝期か ら い た 。 ある時 ド ゥ ハ ゲー
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’Bru　lha　rgyal と い う者が現れ 、 そ の 子 が ア ン ブ ム A ’bum ［で あ る］。 彼は カ トク Ka

thog（14）の ラ マ とボ ン ポ幾人か に法 を授 か っ たの で 、 呪法を 2 つ そろ えて行 う強力 な呪

術師 と された 。 国の 長、地方の 土侯 と争っ て 、 国 を追われ 、 ドrDo 沿岸の 上手 、 ゲ
ー

ル

ン Gas　lungの マ モ シ ム ド Ma 　mo 　bzhi　mdo な どで 牧畜 を して 暮 らして い た 。 そ の とき、

マ ル sMar 沿岸の 上 手は ニ ェ ン ツ ェ gNyan鵬 e の 長、中間 はカ ル レ mKhar 　re の 長、下手

はサ レ Sa　leの 長 の土地であ っ た 。 （略） ドゥ部族の長 （
’thu　dpon）（15）と民 は疎 まれたの

で 、 争 い とな っ た 。
ニ ェ ン ツ ェ の 長ハ ンチ ェ ン ブム IHang　chen ’bum が 殺され た の で 、

ニ ェ ン、カ ル 、サの 3 つ の 地 は降伏 した 。 ア ン ブ ム は部衆を率 い 、マ ル の ゴ ム ツ ォ sNgo

mtsho 方面にや っ て きた 。 3 子が お り、長兄 は ブム キ ャ プ
’Bum 　skyabs 、次兄 はブム ゲ

’Bum 　dge、末弟は ブム ヤ ク
’Bum 　yag ［であ っ た］。 上の 2 人は それぞれ家をな し、末弟

は父の 家で暮 らした の で 、ゴ ロ ク 3 面 と言わ れ、ラチ ュ の 低地 （Rwa 　mdo ）まで を支配

下 に 置 い た の で 、「ゴ ロ ク の ア ン ブ ム 、彼は 水 をたた えた大湖の よ うで あ る 。 チ ベ ッ ト

の 某は 湖岸の 蜜蜂の よ うで ある」 と歌わ れ た 。 （略）ニ ェ ン の 娘 が手 に入 り、子の 妻と

した 。 名 をニ ェ ン モ ・ン グー ドゥ プ gNyan　mo 　dngos　grub と言 っ た。 （略）長男が死 に 、

その 除難 のために大般若経を書写するや い なや 、
ニ ェ ン モ に子が生 まれ た の で ブ ム キ ャ

プ
’Bum 　skyabs と ［付けた］。 また亥の 年に生 まれ た の で パ クタ ル Phag　thar と付 けた 。

（略）パ ク タル の 治世 で は ニ ェ ン の 神威 に よ りマ ル 沿岸母方六 支の 土地 と部衆を支配

した 。 偉大なる マ ル 沿岸の 谷ロセ ル シ ョ ン gSer　gzhongと コ レ ・ガ ン トク Kho　le　sgang

thog に 2 つ の 城塞 が築かれた。 大明 （T
’

a
’i　ming ）の 宣徳 （Zon 　te）が唐老爺 （Thang 　lo

ye）とい う万戸長の 国を授けた （161
。 彼に は 4 子が あ り、1 人は カ トク寺の ラ マ

、 チ ュ
ー

ブ ム Chos ’bum で ある 。 長兄 ドジ ェ ブ ム rDo 単
’bum に ド沿岸の 土地部衆 、 次兄 ペ ーマ

ブ ム Padma　
’bum にジ カ

’Dzi　rka （17）の 谷 （khog）、末弟 ペ ーマ ヤ ク Pad　ma 　yagに マ ル 沿

岸の 土地部衆が与 えられ た 。
ン ガ コ ク rNga 　khog（18）の 部衆、セ ル コ ク gSer　khog

（19）
の

税 、ユ g−YU とツ ァ ン コ ク rTsang 　khog（20）
の 土地部衆な どは 共同で 保持 され た 。 ［パ ク

タル は ］89 才で逝 っ た 。 ドジ ェ ブ ム の 長男 ブ ム チ ュ クゲー ’Bum 　phyug　rgyal と 、 末弟

ワ ン チ ェ ン ブ ム dBang　chen
’bum 。 ブム チ ュ クゲ

ー
に 2子が 生 じ 、 そ の 長男アキ ョ ン A

skyong 、 これ は強勢で権威が高い
。

　 この 訳文 に基づ きゴ ロ ク族成立期におけるその勢力範囲を示せ ば 、
ゴ ロ ク族集団は ア ン ブ

ム とい う人物を最初の 首長 として 形成 され 、彼の 時代 の 最大領域 は 、 ドチ ュ の 上手、マ ル

チ ュ 、ラ チ ュ 流域で あ り、その 孫の パ ク タ ル 時代初期における ゴ ロ ク の 領域は マ ル チ ュ 流域

の み とな っ て い たが、大明の 宣徳に よ り唐老爺な る人物の 所領で あ る 万戸 が授けられ
（211

、

そ の 領域 が拡大 した の で ある 。 訳文 中に パ ク タ ル の 諸子が支配 した諸地域が示 され るが 、 そ

れ ら に は マ ル チ ュ 流域だ けで は な く、 ドチ ュ 流域が含 まれ て い る の で 、 お そ ら く唐老爺 の 万

戸 とは ドチ ュ 流域の こ とで あ ろ う。
パ ク タ ル が長の 時代 の 中葉 ある い は後半 に明の 宣徳帝

（1425− 1435）が万戸 を授 けたの で あ るか ら、長
一
代の統治期間を約 30 年 と考えた場合 、 7

代 カ ル マ パ が
’Go　log　ma 　khromの紛争を調停 した 1470 年はパ ク タ ル の 次代 か次々代 の 期間
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に含まれる 。
ゴ ロ ク族 の広域拡散 はパ ク タル の曾孫で あるアキ ョ ン の代よ り後に起 こ っ たの

で あるか ら 、 1470年ごろの ゴ ロ ク族の勢力範囲はなお ドチ ュ とマ ル チ ュ 流域 と思 われ る。

　こ れら 2 つ の河川の うち、マ ル チ ュ の 地理的位置は マ チ ュ rMa 　chu す なわ ち黄河に接近 し

て い る 。

’Dzam 　gling　rgyas 　bshad「世界詳説』も 「マ ル コ ク sMar 　khogと い うの は ゴ ロ ク の 故

国で ある 。 そ こか ら北東、程な い とこ ろ に マ チ ェ ン ・ボム ラが あ る」 として お り
（22）

、
マ ル

チ ュ 流域が 黄河上 流 （rMa 　chu ）第 1段の 北方に ある マ チ ェ ン ・ボ ム ラ rMa 　chen 　spom 　ra へ

の ル ー トとな っ て い る こ とが示 さ れ る 。 ゆえに吐蕃時代の マ トム rMa 　grom が rMa と呼ばれ

る地域と結び付 い た トム で あるな らば、
’
Go　log　ma 　khrom はマ ル チ ュ 流域で あ り、 吐蕃時代

の マ トム の 本部で あ り、
マ トム の 領域は マ ルチ ュ 流域か ら北方の マ チ ェ ン ・ボム ラへ 拡が っ

て い た可 能性が浮上す る 。

　チ ベ ッ ト文語 の語頭子音群 rm −、　smr 一は原 チ ベ ッ ト語
＊
mr 一に 由来 し、またチ ベ ッ ト文語

におい て smra の 語 は しば しば smar と綴 られ る とい う見解が ある
（23）

。 それに従 えば 、
マ ル

チ ュ sMar 　chu 、
マ チ ュ rMa 　chu 、マ チ ェ ン ・ボム ラ rMa 　chen 　spom 　ra、さらに現ゾ ル ゲ mDzod

dgeを流れ る黄河支流 メ チ ュ rMe 　chu は原チ ベ ッ ト語 ＊mra に由来する音節を第
一

要素に持

つ こ と に な り、これ らの 地域か ら成 る＊Mra とい う大地域がチベ ッ ト文語成立以前か ら認 め

られ て い た こ とが示唆される
。

こ の ＊ Mra 地域を統括 した トム が マ トム で ある と思われ る 。

言 い 換えれば 、
マ トム の 領域 は ＊Mra 地域 、 すなわ ち黄河上流第 1段周辺地域に比定される 。

その ように考えると、次節で取上げる敦煌文献チベ ッ ト文献 「編年記」755 年の 条の記述 と

も符合する 。

3　創設時期 と創設意義

　古 くに 」．バ コ ー Bacot氏 とEW ，トーマ ス Thomas 氏 は吐蕃王国に関する簡潔な 3 つ の 年

次記録 、 す なわ ち P．T．1288 、
　LO ．750及び B．M ．8212 （187）をまとめて

“Annales
”

と題し 、 校

訂テ キス トと訳 を公表 したが（24）、筆者の 言 う 「編年記亅はその
‘‘Annales”に当た る 。 この 史

料にお い て マ トム rMa 　grom の名は 704年と 755年の条に見 える。 704年の条には、

dbyard　btsan　po　yab　rma 　grom 　gyi　yo　ti　cu 　bzangs　na　bzhugs　shing1　yum 　khri　ma 且od　yar　
’brog

gi
’
odang 　na 　bzhugste！　（1．0．750，11．95−96）

夏、ツ ェ ン ポの 父上は マ トム の ヨテ ィチ ュ サ ン にい ら っ しゃ り、母上の テ ィ マ ル ーは ヤ

ル ドクの オ タ ン に い らっ しゃ っ て 、

とあ り、 755年の 条に は、

blon　khri　bzang　dang1　zhang 　stong　rtsan　gnyis　gyiS1　mkhar 　tc
’
u　cu 　phabf　rma 　grom 　phyir

btsugste／zhang 　mdo 　bzher  a　grom　gyi　dmag　dpon　du　bka’

stsaldl 　（Or．8212　（187），IL

13− 14）

論テ イ サ ン と尚 トン ツ ェ ン 2 人が挑州城を落 としくas）、マ トム が背後 に設置 されて 、尚

ドシ ェ ル が マ トム の 将軍 に任命され た 。
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とある 。

　755年の 条につ い て、トー
マ ス 氏 と王堯氏 は

“

phyir　btsugste
”

を 「回復 して」と訳するが （26）、

ス タ ン 氏の 訳 は 「背後に設置 して 」で あ り（27）、筆者は ス タ ン 氏 に従 っ て い る 。 phyirに は

「背後 に」の 他 に、「再び」の 意味 もあるか ら、確かに 「回復 して」の 訳 は成 り立 つ
。 そ して

そ の訳を支持 し うる理由も見い 出すこ とが で きる 。 まず r編年記亅704年の 条に すで に マ ト

ム の 語が見 えて い るか ら 、 704 年には マ トム が存在 し て い た と考 える こ とが 可能で ある 。 そ

う考えたな らば 、 755年におけるマ トム の成立 はあ りえない
。 さらに 「新唐書」「吐蕃伝」天

宝十年 （751 年）の 条に は 「哥舒翰破洪済 、 大莫門諸城 ， 収九 曲故地 ， 列郡縣実」（f新唐書亅

巻二 百
一十六上 ・吐蕃伝上 ， 中華書局版 ， p．6087）とある

。 九曲、洪済城及び大莫門城 の 地

理 的位置 に つ い て は論争があ っ たが 、 結局 、 鈴木隆
一

氏が 九 曲を ウラ ン ブ ラ ク川流域 と し、

佐藤長氏が こ れ に賛同 し、洪済城や 大莫 門城 をその 地域内に置かれた城塞 とした こ とで 落着

した （28）
。 ウ ラ ン ブ ラ ク川は青海南山の 東端付近か ら南東に流れ黄河 に注 ぐ短い 河川で ある 。

引用 した 「新唐書亅の 記事は唐 が吐蕃 か らその 流域 を奪取 した こ とを伝 えて い るの で あ る。

この こ とと結び付けて 『編年記」755年の条を考える と、 755年 に吐蕃が こ の地 を唐か ら奪

い 返 したこ とが 「マ トム を回復 して 」 で示 されたの で は ない か と考 えた くなる 。

　 しか し安易に そ の 解釈を受け入れず、もう少し深 く検討を進めてみ よう。 山口 瑞鳳氏に よ

れ ば（29｝、敦煌チ ベ ッ ト文献の うち史伝類が 成立 した の は 8 世紀末 、 すなわち吐蕃東北辺 に

諸 トム が 設置され て お り、 青海はおろ か甘粛方面に まで の 吐蕃支配体制が確立 して い た時代

で ある 。 当然 こ の こ ろ もマ トム は存在 して い た と思わ れ る 。 また マ トム が 吐蕃王 国崩壊後の

10 世紀前半に もなお独立 した勢力 として 存在 して い たこ とは敦煌文献チ ベ ッ ト語外交文書

P．T．　1082が証言 して い る の で （30）
、 マ トム が 755 年か ら 8 世紀末 ごろ まで の 間に廃棄され た

とい う可能性は さ らに認めが た い
。

つ ま り r編年記」が成立 した時点 にはマ トム が存在 して

い た わ けで あ るか ら、現在 マ トム の 地域 とい う意味で 、 704 年の条に マ トム の語が 使用 され

た可 能性が ある。 しか も同 じ 『編年記亅の 名の もとで まとめ られて い る とは い え、7（M 年の

条 と 755 年の条は 同
一

文献に記 され て い るわけで はな く、 それぞれ 1．0 ．750 と Or．8212 （187）

に記載 され て い るわ けで あるか ら、Or．8212 （187）で は 755 年の 条で 初め て マ トム rMa 　grom

が登場す る こ とに なる。もし両条が 同一文献 内に記 されて い るならば、後年次の 記事の 方が

成立を伝えた とい うの は奇妙で あるが 、 記され て い る とこ ろの 文献がそれぞれ違 うの で あ

る か ら、 755年の 条が その 年に マ トム が成立 した こ とを伝えて い る として 問題は ない の で あ

る 。 また前節で の 検討結果 に従えば 、 751 年に唐が 吐蕃か ら奪取 した ウラ ン ブ ラ ク川流域は

マ トム の領域 では ない
。

マ トム は その 南方の 黄河上流第 1段周辺地域で ある 。 ゆえに 751年

にそこ まで唐が進出 した とは考え られ ず、 755年にお けるその 地の 回復もあ りえな い とい う

こ とに なる 。

　 こ こ で ス タ ン 氏の訳の よ うに
“

phyir　btsugste
”

を解 し、755年に マ トム が挑州の 背後に設置

され た と してみ よ う。 吐蕃側か ら見たそ の後背地すなわち挑州の 南西方に あるの は メチ ュ

rMe 　chu 、マ チ ュ rMa 　chu 「黄河」及 び マ ル チ ュ sMar 　chu の 地域で あ り、前節で 導き出 した

マ トム の 領域 に 符合する の で ある 。 ゆ えに筆者は トー
マ ス 氏 と王堯氏の解釈を採 らず、ス タ
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ン氏に従 っ た の で ある 。

　ス タ ン 氏 と筆者の 解釈が 妥当で ある とすれ ば
、 「編年記」755 年の 条 は マ トム の 創設 を伝え

た記事 とみ な しうる 。 引用 した記事の 直後に は ドメ ーの 夏会議 （mDo 　smad 　gyi　dbyar　
’dun）

に 関する記事があ り、また吐蕃暦の年始は季春 （唐暦で言えば孟夏す なわ ち四月）で あるの

で
（31）、唐暦の 755年四月をマ トム の創設時期 として よ い であ ろ う。 755 年す なわ ち天宝十

四年は安禄 山の 乱勃発 の 年で あ り、 その 十一月甲子が安禄山挙兵の 日付けで あ る （32）
。 吐蕃

として は 751年の敗退を巻き返すべ く軍管区で ある マ トム を創設 し、対唐進撃の 準備 を した

の で あろ うが 、マ トム 創設直後 とい う願 っ て もない 時期 に安禄山の 乱が発 生 したの で ある 。

こ の吐蕃 の類稀なる幸運が 8世紀後半 におけ るその急速 な甘粛征服を導い た に違い ない 。 広

徳元年 （763）年十月に は吐蕃軍 に よ る長安占拠が起こ っ たが、これが容易 に なされた原因

につ い て 、佐藤氏は 、安禄 山の 乱鎮圧の ため西北辺 の防備兵が東方に転進 したこ とと、 宦官

の 程元振 に よ り軍令系統が乱され て い た ため 、 事件の 際に唐軍が 集結 しなか っ た こ とを挙げ

て い る （33＞
。 それ ら 2 つ の 原 因の ほか に、筆者は安禄山の乱直前に マ トム が 創設 され吐蕃軍

の 東方侵攻に 向けて の準備が整 っ て い た こ とを挙げたい
。 結果的に マ トム はその時期の吐蕃

軍 に よる甘粛征服及び 中原侵攻における最初の 拠点とな っ たの で ある。

4　 お わ りに

　マ トム rMa 　grom の 地理的領域す なわ ち黄河上流第 1段周辺地域はチ ベ ッ ト内地か ら甘粛

へ の 幹道 を内包 して い る 。 その本部が置かれ た と推測され るマ ル チ ュ sMar 　chu 流域は カ ム

東部や アム ド南部 をアム ド北部へ と結 び付け る交通の 要所で ある 。 また佐藤氏は入吐蕃道が

黄河源近 くの現 マ ドrMa 　mdo 付近 を通 っ て い た と して い る
（34）

。 チ ベ ッ トと甘粛 を結び付 け

る交通拠点で ある こ の 地域の 軍管区化 は吐蕃軍が甘粛征服 を効率的に進める ため に なされ た

と思われ る 。 それは また 8 世紀後半 中の 甘粛 に吐蕃 の デ ル ン の大領国 （bde　blon　khams ）す

なわちデ カ ム bDe　gams
（351が成立 した

一
因 と も言 えよう。 10 世紀前半の 外交文書 P．T．1082

は マ トム の 使者が甘州 ウ イグル可汗の 御前で 奏した言葉として 「マ トム 万戸 は シ ャ zha とし

て見 られ る」
c36）を記載するが 、 冒頭で 述べ た ように 吐蕃時代に デ カ ム を統治 して い た デ ル ン

政庁 （bDe 　blon ’dun　tsa）は シ ャ の 政庁 （Zha
’i　’dun　tsa）とも呼ばれ る か ら 、

マ トム は河西の

支配者たる デ ル ン政庁とみ な され る とい う意味で その 言葉 は言 われたの か もしれない
。 もし

そ うで ある な らば 、 それ は 、
マ トム が吐蕃時代 にデ カ ム 成立に先駆けて設けられ た甘粛征服

における最初の 拠点で あ っ たとい う、 その成員た ちに とっ て 誇るべ き史実が言 わ しめた言葉

か もしれ ない とも思 えて くる 。

　筆者 は マ トム の 領域 を ＊Mra 地域 と考えたが 、 そ の地域の 地理的領域に つ い て あま り考察

を深める こ とが で きなか っ た 。 そ の チ ベ ッ ト史料か らの ア プロ
ーチ としては

、 東チ ベ ッ トを

その 舞台 と した rケサル 叙事詩亅の 伝説的地理情報などを探る こ とが有効と予測 される。 そ

の 漢文史料か らの ア プ ロ
ー

チ として は 、吐蕃支配を被る 以 前の 黄河上流第 1段周辺地域に お

ける部族勢力に 関す る情報 を漢籍か ら求め る 道がある 。 今後その ような蔵漢両方面か らの ア
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ブ ロ ーチ に よ り＊Mra 地域の 地理 的領域 に つ い て さ ら に研究 を進め 、それに よ りマ トム の 地

理的領域 を再検討 した い と思う。
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（12）怒江 で は な く大金川 の こ と で あ る 。 DC
，
　p．779 に 「現在ギ ャ ロ ン の 大川 に も女王 の ン グーチ ュ と

　　 い う」
‘‘deng　sang 　rgyahong 　chu 　chen 　la　yang　rgyal 　mo

’idngul　chu 　ze ゴ
’
とあ る 。

（13）実際 は大渡河あるい は長江 と して成都府の領域よ りも南方の南四川を流れ る 。

（14）ニ ンマ 派の カ トク寺の こ とで あ ろ う。
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（15＞
’thuは

’bruの 誤記と解 した 。

（16） 「大明 の 宣徳」 と 「唐老爺」の 訳 は呉均 1989，p．226 に従 っ た 。

（17）ジ カ に つ い て は 、 DC
，
　p．238 に 「ジ カ方面 に は チ ュ

ージ ェ
・ドゥ

ー
ウ ォ パ の 直弟子ク ン チ ョ ク サ

　　 ン が建て た ザ ム タ ン 寺などが ある 。」
“
　
’dzi　rka 　phyogs　la　chos 　rje 　dol　bO　pa

’i　dngos　slob 　dkon　mchog

　　 bzang　gis　btab　pa
’i’dzam　thang　chos 　sde 　sogs 　snangt

’
と あ る の で 、こ の 地がザ ム タ ン 付近 で あ る

　　 こ とが わ か る 。 また DC ，　p．　237 に 「ドチ ュ と ジ チ ュ の交わ る ドチ ュ 上手」
“
rdo 　chu 　dang’dzi　chu

　　
’dres　pa

’i　rdo 　chu
’i　stod ”

の 文句が見え る か ら、ジ チ ュ な る河川が ドチ ュ に 流れ込 ん で い る こ とも

　　 知れ る 。 BS を見る とザ ム タ ン の 北西 に カ ム ダ rKa ・mda
’
「カ の 谷 口」と い う村が隣接 して い る 。

　　 また 『青蔵地図』pp．6−7 の 「自然景観図」を見る と 、 ザム タ ン は ドチ ュ の 流れが南東か ら真南

　　 へ と向きを変え る地点に位置 し、そのす ぐ上手で小河川が 西 か ら ドチ ュ へ 流 れ 込 む こ と に よ り

　　 肥 沃な 地 とな っ た ら し い こ とが 見て 取 れ る 。 そ の 小河川 が お そ ら くジ チ ュ で あ り、ジ チ ュ と ド

　　 チ ュ の交叉 で拓け た渓谷が ジ カ なの であろ う。

（18）ラ チ ュ の 支流 の デ ィ ン チ ュ IDing　chu の支流 、現ア バ rNga 　ba を流れ る ン ガ チ ュ rNga 　chu が な

　　 す渓谷 の こ とで あ る 。 ン ガ チ ュ 、デ ィ ン チ ュ 、ラ チ ユ の 位 置 関係に つ い て は DC ，　p，767 の 「ラ

　　 チ ュ とデ ィ ン チ ュ が交わ る境目」
“
rwa 　chu 　dang　lding　chu 　

’dres　rntsharns ”

や DC ，　p．768 の 「デ ィ

　　 ン チ ュ とン ガチ ュ が交わる境目」
“lding　chu 　dang　rnga 　chu 　

’dres　mtshams ”

とい う文句で明らか で

　　 あ る。

（19）現セ ル タ ル gSer　tharを流 れ る ドチ ュ の 大 きな 支流 の 渓谷 の こ と で あ る 。

（20）こ の 2 つ は ドチ ュ 下流に流れ込む 2 つ の 支流が 成す渓谷の こ とで ある e

（21）この 出来事は 、 民間伝説 、 『ア ム ド仏教史』及び mGo 　tog　Rus　mdzod 『ゴ ロ ク族譜』の記載に拠 っ

　　 たとする 『果洛志』「果洛宗族直系世襲沿革」で 、チベ ッ ト暦第 7 ラ プチ ュ ン 己酉年 （1429）の

　　 こ とと され て い る （p．1096）。

（22）Wylie　1962，　p．44，　p．105参照 。

（23）Stein　1959a，　pp．50−54；Coblin　l974，
　pp．124−125；Simon　l975，

　p．246参照 Q

（24）Bacot　1946，　pp．9−75 に収録さ れ て い る 。

（25）この 吐蕃の瀧州占拠は
一

時的 で あっ た 。 『編年記』は こ の記事の直後、ドメ ーmDo 　smad の 夏会

　　 議 、 挑州 （te
’
u ・cu ）へ の進軍 、 冬会議の 順 に記述 を進め て い る 。 こ の こ とは この 年の 春に吐蕃が

　　 挑州を
一

応 占拠し たが 、 保持で きず 、 夏か ら秋の 間 に再び挑州へ 軍を進め た こ とを示 して い る 。

　　 最終的 に挑州が吐蕃の 手 に 落ちたの は諸漢文史料 （『元名郡県図志』巻三十九 ・隴右道上，中文

　　 出版社版，p．544； 「旧唐書」巻十
一 ・代宗紀，中華書局版，　pp．272−273； 『資治通鑑亅巻二 百二

　　 十三 ・唐紀三 十九，中華書局版，pJ146 ）が示す広徳元年 （763）秋七月で あろ う。 なお 『新唐

　　 書』「吐蕃伝」が あた か もその 翌年の 事件である か の よ うに こ れ を伝えて い る が 、誤 りで ある こ

　　 とに つ い て は 王忠 1958，p．87 に 述 べ られ て い る通 りで あ る 。

（26＞Bacot　1946，　p．63；王堯 1992，　p．155 参照 。

（27）Stein　1959a
，
　p．30 参照 。

（28）鈴木 1983，　pp．54−56 ；佐藤 1991参照。

（29）山口 1983，p．66−67参照 。

（30）P．T．1082，1．9 に マ トム rMa 　grom が 2 度見え る 。 森安孝夫氏に よ れ ば （森安 2000
，
　pp．81−85）、そ

　　 の 文献の 成 立 時期は 932−934年の い ずれ か の 夏 で あ る 。 筆者 の 考えで は、別稿で 論 じる 予定で

　　 あ る が 、 934年の 夏 で あ る 。 い ずれ に して もそれ を 10世紀前半の成立 とする こ とに変りは ない 。

（31）吐蕃暦に つ い て は山口 1982，　pp．141−144参照。
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（32）　『資治通鑑』巻二 百
一
十七 ・唐紀三 十三、中華書局版 、p．6934参照 。

（33＞佐藤 1959
，pp561 −563 参照 。

（34＞佐藤 1978，p．147参照 。

（35）デ カ ム bDc ・kharnsは敦惶チベ ッ ト文献 『年代記』（P．T．1287，　L384）で bde　blon  ams 　chen 　po 「デ

　　 ル ン の 大領国」 と表現さ れ て い る 。

（36）rma 　grom　khri　．sde 　cig 　zha 　du　blta（P．T．1082，11，9−10）。
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